
2015.07.26 

福岡市西区・今津干潟のハマボウ、ハクセンシオマネキ 







日本の本州南部，四国，九州，琉球原産のアオイ科の低木で，ときに観賞用に庭園に植えら
れるほか，防潮林とされる。高さ3～5mになり，若枝，若葉に絹毛を有する。葉は円形から 

心臓形で，フヨウよりも小さく，先端はとがる。（出典：世界大百科事典 第２版） 



アオイ科の落葉低木で，神奈川県以西，四国，九州，沖縄にかけての海岸に生える。 
高さ2～3mである。葉は円形で厚く，長さ5cm内外で葉柄がある。夏に， 

上部の枝の葉腋に1個の黄色花をつける。（出典：ブリタニカ国際大百科事典 小項目事典） 
 




































